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那覇市認知症ご本人交流会開催までの経緯





那覇市の取り組み～認知症カフェ～
・市内26カ所で開催！

・月１～２回

・あみもの、座談会、

・認知症に関するミニ講話など



那覇市 認知症ご本人交流会開始のきっかけ



【開催前、不安に感じていたこと】

・認知症のご本人って参加してくれるの？

・話が続かなかったらどうする？

・認知症について話したくない人もいるの
では？

・楽しんでくれるために、どう進行したら
いいのか



第１回認知症ご本人・
ご家族交流会の開催決定！

【目的・ねらい】

・認知症と診断されたご本人同士が、日ごろの思いや経験を
語り合うことで、共感や安心感を得られる機会とする。

また、支援者もその声に耳を傾け、今後の支援や施策に活か
すことを目的とする。

【内容】

・沖縄県認知症希望大使をお招きし質問・体験談を聞くこと
を中心に進行

・ご本人とご家族に分かれて、それぞれ座談会方式で実施

【周知方法】

・那覇市広報誌へ掲載

・那覇市認知症地域支援推進員など支援ケースへ個別で案内



交流会当日

・認知症のご本人9名

（※年代も50～80代と幅広く参加）

・認知症の方のご家族8名

・沖縄県認知症希望大使1名、

・那覇市認知症地域支援推進員14名、

・沖縄県若年性認知症支援

コーディネーター２名

9名の認知症のご本人が参加！



【工夫した点 ～話しやすい場づくりを意識～】

•なじみの支援者が近くに座り、

初対面でも安心して話しやすいよう工夫。

•事前に話題提供のテーマや順番を決める。

•希望大使とテーマや質問事項を共有。

•話した内容をイラストを交え板書。

交流会の当日の板書！
話したことがわかりやすいと好評でした！



【参加者の様子】

• 「楽しかったー」「久しぶりにたくさん話した」

• 「自分のことを話す機会があってよかった」

• 「ほかの人の話を聞いて勇気が出た」「自分も何かやってみようと思った」

• 「久しぶりに笑った」 など会をとおして前向きな気持ちになった言葉や表情が
多く見られた。

• 帰り際には、ご本人同士で声を掛け合い「今日は会えてよかった、またぜひ会い
ましょう」と、

写真を撮るなど、互いに元気や安心を与え合うよう言葉が聞かれ、笑顔あふれる
交流が生まれた。

• ご本人だけでの時間になると本音で笑顔を見せて語る姿が印象的。



【参加者の聞かれた声】

• 引きこもっている時間が一番つらかった。

• 診断されて、全部自分が弱い、ダメなんだと感じてしまった

• 調べても暗い情報しかなく、さらに落ち込んだ。。

• 希望大使 大城さんの 講演会を聞いて 勇気をもらった！

• 自分のやりたいことやろうと前を向けた！

• 久しぶりにたくさん、話した、笑った

• 自分のことを話す機会があってよかった

• 他のひとの話を聞いて「そう！そう！」と同じ気持ちがたくさん

• 自分一人だけじゃないんだなと思えた

• 自分も何か、挑戦したい！

• また、絶対お会いしましょう！



【市担当者・認知症地域支援推進員の気づき】

•普段では見られない姿を見ることができた。

•一人ひとり、いろんな思いをもって過ごしている

•参加者が仲間になっていく過程が見えた。

•生き生きとした表情が印象的だった

•自分の圏域でもこういった会をつくりたい。

•知っているご本人にも声をかけたい。

参加者・支援者ともに、交流が前向きな気づきのきっかけに！

本人同士の出会える場を大切にしたい！と定期開催へ



ご本人交流会後 取り組みの広がり

•２か月に１回 定期で開催（11月で10回目に！）

•毎回5名程度のご本人が参加

•新規の方も毎回数名あり

•那覇市市主催 認知症関連の研修会での登壇

•ごちゃまぜ卓球大会開催！

•交流会参加メンバーで、「なんるくないさカフェ」への参加

•沖縄県認知症希望大使を委嘱

•スターバックスコーヒーでの認知症サポーター養成講座定期開
催のきっかけに



交流会を通して気づいたこと

【ご本人の変化】

• 同じ経験を持つ仲間と出会い、率直な思いや経験を語ることができた

• 仲間の姿や交流を通して、認知症に対するイメージが変化した

• 「やってみたい」「一緒ならやれるかも」という前向きな思いへ変化

【市担当者・認知症地域支援推進員の変化】

• 本人の率直な経験・思いを知ることができた

• 本人の可能性に目を向ける視点を持てるように

• 本人のリアルな言葉や対話を通して、自分事として考え深めるきっかけに

（本人視点で既存の取り組みを振り返る）

• 認知症のご本人らが思いを語れる場の大切さを認識

• 失敗はない！なんとかなる！



今後、さらに大事にしたいこと

•交流会を継続し、つながりを育てていく

•ご本人が企画から関わり、一人ひとりの強みを生かせ
る場にする

•地域の様々なひとも巻き込み、活動の輪を広げていき
たい

•ご本人らとともに考える姿勢を大事にし、見えてきた
思いや可能性を施策や地域へ確実に届けていく
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